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平成２２年度（通算第１１回） 

長崎自然共生フォーラム通常総会開催報告 
 

 

日時：平成２２年６月２６日（土）15：00～ 

場所：中華料理；雅叙園本館（佐世保市） 

議長：会長 宮原和明 氏（長崎総合科学大学名誉教授） 

 

開会に先立ち、事務局長より、出席者 30 名（うち委任状 20 名)との具申が

あり、本総会は成立することを確認した。議長は、議事録署名人に山本、為永

の両氏を指名した。 

 

○ 議事録 

 

＜第 1 号議案＞ 会員状況報告について 

 平成２２年４月１日現在、正会員は 47 名であり、うち会費未納会員は１

年分 17 名、２年分 10 名、２１年度の退会者は 4 名、新入会者 3 名との報

告があった。 

（了承） 

＜第２号議案＞ 平成２１年度事業報告について 

                           （川里事務局長） 

○総会および運営委員会・幹事会  

7 月 11 日（土）長崎市ブリックホールにて 14：00 から運営委員会・幹事

会を開き、予算・規約・HP・新事務所・その他（ボランティア事業・補助

事業）の案件について説明があった。出席者 9 名。引き続き 14：25 から、

出席者 31 名（うち委任状 17 名）で会員の過半数を得て、宮原会長が議長

となって議事進行した。議案はすべて承認・了承された。なお、会長のご厚

意により ECAN からアルバイト 2 名の協力を得た。 

 

○シンポジュウム 

 15：00 から、宮原長崎総合科学大学教授のコーディネイトで、長崎県環

境部長 中村保高氏、長崎大学教授 早瀬隆司氏、長崎県造園建設業協会長 

山本則仁氏、それに若手代表の、環境カウンセリング協会長崎職員 塩竃 

愛さん、長崎大学大学院生 松園理恵子さんによる、「環境と共生する持続

可能な社会の構築」と銘打った、シンポジウムが開催された。雨もなく一般

参加者が多く、ほぼ会場満席の集まりであった（55 名）。中村部長と早瀬教

授による、弁舌さわやかでわかり易く、内容豊富なスピーチの後、宮原会長

の好リードで充実した討論が行われ、会場からも鋭い質問があり、制限時間

一杯の盛況であった。会場の設営・跡片付けに協力いただいた、会員各位に

感謝する（7/12 付け長崎新聞参照）。 

 

○ 交流会 

 シンポジウムの後 17：30 頃から会場（浦上駅前 ひぐち）で河野県参事
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の乾杯で始まった。パネリストを中心に 14 名の参加者で、賑やかに楽しく

談笑した。19：30 頃中締めとし、二次会はカラオケで弾んだ。（参加者 河

野、川口、川里、久保田、来崎、塩竃、鈴木、武政、中島、早瀬、姫野、宮

原、山本、吉田：五十音順）。 

 

○ 研究会 

 第 1 回は，早背監事担当で 6 月 26 日（水）夕，長崎大学新教育棟（生産

科学研究棟）において勉強会を開いた（スピーカー：長崎大学環境科学部 菊

池英弘教授）。参加 11 名。第 2 回は，菅委員担当で 12 月 21 日（月）夕，

同じく長崎大学新教育棟で開いた（スピーカー：ローマ在住演出家 多木陽

介氏）。参加 36 名。会員外の参加も多かった。 

 

○ その他 

 ・ニュースレター第 8 号（平成 22 年 1 月付）を発行した。 

 ・HP を立ち上げた（平成 22 年 2 月）。 

 ・県・市が行う地球温暖化対策事業（「ノーマイカー運動」・「緑のカーテン事

業」など）に協力した（5 月と 10 月の 2 回。長崎市長から特別感謝状及び

記念品を受けた）。 

 ・県・市などが行う環境保全事業や美化清掃事業（「生態系保全」・「河川清掃」

など）に協力した（10 月 25 日，環境省九州環境事務所主催の「雲仙再生

プロジェクト：外来種除去・魚類調査・クリーン作戦」のボランティア活

動に参加した）。 

・「緑といきもの賑わい事業」（県補助事業）のうち，外来生物除去事業：セイ

タカアワダチソウ除去及び標本調査を大村・南川内（多良岳県立公園内）で

行った（34 万円の助成を受けた）。 

 ・２２年度総会・幹事会について，県造協理事各位と下協議した。 

 

（意見 1 補助事業に関しては会の仲間うちでボランティアとして会員の協力

を得る必要がある：山本副会長） 

（意見 2 事業効果を検討する必要がある：菅委員） 

（会員への周知を 7 月中に行うことで、承認） 

 

＜第３号議案＞ 平成２１年度決算報告について 

   平成 21 年度収支決算を下記のとおり、報告します。（川里事務局長） 

     収入決算額  ５７６，００８ 円 

     支出決算額  ３６２，６２４ 円 

     差引繰越額  ２１３，３８４ 円 

 

＜第４号議案＞ 平成２１年度監査報告について 

   平成 22 年 6 月 2 日（水）、長崎大学早瀬教授室において、平成 21 年度収

支決算について監査を実施した結果、すべて適正に処理されていることを認め

ました。（鈴木監事） 

 （以上２議案は、補助事業については特別会計とすることで、承認）  
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＜第５号議案＞ 平成２１年度事業計画（案）について 

（川里事務局長） 

１．総会を開催し、併せて基調講演「平成２２年度版環境白書から」（菊池

英弘氏）をお願いする。 

２．研究会を年度内に２～３回開催して会員の意識向上を図り、実践活動随

時行う。 

３．会員相互の情報交換・意見発表の場として E-mail・HP を活用やニュー

スレターの発行などを行い，会の活性化を図る。 

４．地域に関する調査・研究を行うとともに、会員外に向け自然共生のアピ

ールを行い，活動への意見を募る。 

 

月 予定スケジュール 

4 月 
HP の保守・改訂作業．河川清掃・ゴミ拾い活動開始（月 3～4

回）． 

5 月 「緑といきもの賑わい事業」のモニタリング作業． 

6 月 
総会及び講演会の開催(佐世保市)．「ニュースレター」（第 9 号）

の発行． 

7 月 「ノーマイカーデー」（毎月第２水曜日）参加 

8 月 
研究会・意見交換会（幹事会）．「緑といきもの賑わい事業」の

継続作業． 

9 月 パートナーシップ会議参加 

10 月 「緑といきもの賑わい事業」の継続作業． 

11 月 「セイタカアワダチソウ撲滅作戦」アピール． 

12 月 「ノーマイカーウイーク」(12/8～12/14)参加宣言． 

1 月 「ニュースレター」（第 10 号）の発行． 

2 月 「緑といきもの賑わい事業」完了報告（予定） 

3 月 研究会・意見交換会（幹事会） 

 

（意見 1 水辺の森を担当した県造協との合同研究も好ましいのではないか：山

本副会長） 

（意見 2 ｢佐世保千年の森」では森林環境税による事業助成を受けている：神

山氏） 

 

（他の活動団体との連携も考えることで、承認） 

 

＜第６号議案＞ 平成 22 年度予算（案）について 

   平成 21 年度収支決算を下記のとおり、報告します。（川里事務局長） 

     収入予算額  ４３５，１９０ 円 

     支出予算額  ４３５，１９０ 円 

     差引繰越額        ０ 円 

 

（予備費 350,190 円には未払い金 346,500 円が含まれるとの説明で、承認） 
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＜第７号議案＞ 規約の一部改正（案）について 

 

（旧）（事務局）第２条（〒851-0123 長崎市網場町 536 長崎総合科学大学建

築学科宮原研究室内） 

（新）（事務局）第２条（〒850-0004 長崎市五島町 3－3－206 NPO 環境カウ

ンセリング協会長崎内） 

（旧）（顧問）第 1２条 必要に応じ本会に顧問を置く。 

（新）（顧問ほか）第 1２条 必要に応じ本会に顧問、名誉会員、客員会員を置

く。三者は会費を払うことなく処遇される。 

（副会長経験者まで顧問とすることで、承認） 

 

＜第８号議案＞ その他（案） 

 

１．国及び地方公共団体が行う地球温暖化対策事業（「ノーマイカーデー運動」・

「緑のカーテン事業」など）に協力する。 

２．国及び地方公共団体が行う環境保全事業や緑化・美化清掃事業（「生態系保

全」・「河川・海岸清掃」など）を支援する。 

３．他団体（環境カウンセリング協会長崎：ECAN・大村湾をきれいにする会・

長崎グリーンヘルパークラブなど）と連携し，交流を深める。 

４．事務所の住所変更に伴う、光熱費等を予備費から支出することについて 

（宮原会長から当分の間無償、財政好転の折寄付を検討することで、不採択） 

 

16：20 終了 

議事録署名人 山本 則仁  

       為永 一夫 

 

○ 基調講演：平成 22 年版環境・循環型社会・生物多様性白書（案）について 

   

 引き続き 16：30 から、長崎大学環境科学部菊池教授による講演があった。

詳しいレジュメのほか、パワーポイントによる、懇切、丁寧なスピーチを頂

いた。本年度の環境白書は第 1 部が総説と各論、第 2 部が循環型社会白書・

生物多様性白書の構成が特徴で、それぞれの施策が述べられている。第 1 部

では、地球温暖化に対応するチャレンジ 25（25％削減）と環境産業が牽引す

るグリーンイノベーションによる新たな成長が目玉だ。 

第 2 部は、ビジネス・ライフスタイルの変革を通じた循環型社会の道しる

べとして、事業者、国・地方自治体、個人の取り組みが強調されている。さ

らに未来につなぐ地球のいのちとして、生物多様性の危機と我々の暮らしに

言及している。とくに生態系サービスの劣化による経済的損失とわが国の国

際貢献に警鐘を鳴らしている。との含蓄ある説明があった。したがって質疑

応答も白熱したが、時間もあり切り上げた。参加者 15 名。 

 

質疑１：岡山県の犬島で旧銅精錬所を美術館として廃墟を活かしている。

汚物処理もうまくいっている。全国的に広まればいい。  
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質疑 2：人口問題、日本は減少傾向だが、子や孫に伝えるために白書はも

っとビジュアルにできないか？（既にマンガ白書がある) 

質疑 3：人間だけ生き延びればいいのかという問題は残るが現実は？（グ

リーンイノベーションライフではアジア経済戦略が強調されて

いる） 

 

（環境白書が身近に感じられる、有意義な時間であった。菊池教授に深謝。お

疲れ様でした。参加頂いた岩永さん・松川さんはじめメンバーの皆さん、庭建

の若い男女社員、西田さん親娘、松川さん、ありがとうございます。） 

17：50 終了 

 

○ 交流会 18：00～ 

 

 ４階小宴会場で、山本副会長の音頭で乾杯、討論の熱気を生ビールで冷まし

た。運よく岩永さん、牧さん親娘も同席され、日頃の疎遠を和やかに解消でき

た。先生方とはなかなか話す機会が無く、ものすごく有意義だったとの声もあ

った。やはり潤滑油の力は大きい。アルコールと談笑とは車の両輪との想いを

強くした。会場のお世話をはじめお樽まで頂いた、田雑さん本当にありがとう。

20：40 終了。（出席者 岩永、川里、菊池、来崎、菅、鈴木、早瀬、牧、宮原、

山本、五十音順） 

以上 

 

（追記） 

 

「緑といきもの賑わい事業」（県補助事業）特別会計（平成 22 年度） 

 費 目    金 額（円）  

収入 県費補助金   340,000 2/3 補助 

 自己負担金   192,100  

   計   532,100  

支出     

 人件費 

(賃金) 

5 人 40,000 地元調整・現場管理 

  5 人 40,000 実地調査・結果解析・筆耕 

  63 人 441,000 作業員：除去・焼却・測定・調査補

助 

 印刷製本費 1.0 式 1,000 コピー代・製本代(250 円×2 部)ほ

か 

 資材費 1.0 式 10,100 鋤鍬・バネ秤・荒縄ほか 

   計  532,100  

 

 

 


